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超
党
派
議
連
の
国
会
議
員

百
九
十
一
人
が
靖
國
神
社
に
参
拝

靖國神社に昇殿参拝する超党派議連メンバー
（10月17日）

靖 國 神 社
秋季例大祭安

倍
総
理
は
真
榊
を
奉
納

　

超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ

く
る
「
み
ん
な
で
靖
國
神
社

に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

（
会
長
・
尾
辻
秀
久
参
議
院

議
員
／
日
本
遺
族
会
会
長
）」

の
衆
参
両
院
国
会
議
員
百
九

十
一
人
（
本
人
百
十
一
人
、

代
理
八
十
人
）
が
、
秋
季
例

大
祭
初
日
の
十
七
日
午
前
、

靖
國
神
社
に
参
拝
し
た
。

　

当
日
は
、
小
里
泰
弘
環
境

副
大
臣
、
赤
池
誠
章
文
部
科

学
政
務
官
、
武
藤
容
治
総
務

政
務
官
、
岩
井
茂
樹
経
済
産

業
政
務
官
ら
政
府
関
係
者
の

ほ
か
、
自
民
党
や
民
主
党
、

維
新
の
党
、
次
世
代
の
党
、

生
活
の
党
、新
党
大
地
な
ど
、

議
連
所
属
の
国
会
議
員
が
そ

ろ
っ
て
参
拝
し
、
社
に
鎮
ま

る
ご
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧

げ
た
。

　

ま
た
、
衛
藤
晟
一
総
理
補

佐
官
は
同
日
、
議
連
と
は
別

に
参
拝
し
た
。

　

安
倍
総
理
は
こ
れ
ま
で
の

春
秋
例
大
祭
と
同
様
に
「
内

閣
総
理
大
臣
・
安
倍
晋
三
」

名
で
真
榊
を
奉
納
。
伊
吹
文

明
衆
議
院
議
長
、
山
崎
正
昭

参
議
院
議
長
、
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
相
も
同
日
、
真
榊
を

奉
納
し
た
。

　

ま
た
、
翌
十
八
日
に
は
高

市
早
苗
総
務
大
臣
、
山
谷
え

り
子
国
家
公
安
委
員
長
、
有

村
治
子
女
性
活
躍
担
当
大
臣

ら
女
性
三
閣
僚
が
そ
れ
ぞ
れ

参
拝
し
た
。

　

高
市
総
務
大
臣
は
参
拝

後
、「
国
策
に
殉
じ
た
方
々
に

感
謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

た
。
そ
の
こ
と
は
自
由
と
自

ら
の
意
志
に
従
っ
て
行
う
も

の
だ
」と
記
者
団
に
語
っ
た
。

　

尾
辻
議
連
会
長
は
参
拝
後

の
記
者
会
見
で
、
安
倍
総
理

が
十
一
月
に
中
国
で
行
わ
れ

る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
日
中
首
脳
会

談
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
へ

の
影
響
に
つ
い
て
の
質
問

に
、「
国
会
議
員
が
国
の
た
め

に
命
を
捧
げ
て
い
っ
た
方
々

に
お
参
り
を
す
る
と
い
う
の

は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
、
ど

こ
の
国
で
も
し
て
い
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
た
。

　

超
党
派
議
連
で
十
七
日
に

参
拝
し
た
衆
参
国
会
議
員
は

別
掲
の
と
お
り
。

新たな追悼施設建設推進
与党自民党要職議員発言与党自民党要職議員発言
新たな追悼施設建設推進

　

十
月
二
十
日
ま
で
執
り
行

わ
れ
た
靖
國
神
社
秋
季
例
大

祭
後
の
二
十
二
日
、
自
民
党

の
要
職
に
あ
る
議
員
が
、
閣

僚
の
靖
國
神
社
参
拝
が
日

中
、
日
韓
関
係
の
悪
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、「
も
っ
と
解
決
策
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
」と
述
べ
、

所
謂
Ａ
級
戦
犯
の
分
祀
や
国

立
追
悼
施
設
な
ど
幅
広
く
検

討
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と
の

考
え
を
東
京
都
内
の
講
演
で

示
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
員
は
「
天
皇
陛

下
が
ご
存
命
の
内
に
方
向
づ

け
す
る
知
恵
が
必
要
だ
。
ご

遺
族
も
だ
ん
だ
ん
年
を
と
っ

て
い
る
。（
日
本
側
も
）
中
国

や
韓
国
と
手
を
結
ん
で
行
こ

う
と
い
う
努
力
を
し
な
い
と

い
け
な
い
」
と
も
語
っ
た
と

云
わ
れ
る
。

　

日
本
遺
族
会
並
び
に
全
国

遺
族
会
で
は
、
国
家
と
ご
英

霊
と
の
約
束
を
破
り
、
遺
族

の
思
い
を
蔑
ろ
に
す
る
新
た

な
戦
没
者
追
悼
施
設
建
設
は

断
固
阻
止
す
る
と
し
て
お

り
、
安
倍
政
権
を
支
え
る
与

党
自
民
党
の
要
職
に
あ
る
議

員
か
ら
の
発
言
は
決
し
て
看

過
で
き
な
い
。

　

こ
の
発
言
は
、
独
立
国
家

の
基
本
で
あ
る
ご
英
霊
の
慰

霊
顕
彰
に
干
渉
し
、
度
重
な

る
領
海
侵
犯
、
軍
備
拡
張
を

続
け
る
中
国
、
所
謂
従
軍
慰

安
婦
像
の
設
置
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
反
日
政
策
を
続

け
る
韓
国
へ
の
卑
屈
な
迎
合

と
し
か
写
ら
な
い
。
更
に
は

天
皇
陛
下
へ
の
言
及
な
ど
、

国
会
議
員
以
前
に
日
本
人
と

し
て
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

　

本
連
盟
で
は
、
十
一
月
十

五
日
㈯
に
岡
山
衛
生
会
館
で

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者

大
会
の
開
催
を
す
る
が
、
大

会
宣
言
・
決
議
案
に
「
靖
國

神
社
に
代
わ
る
国
立
戦
没
者

追
悼
施
設
建
設
構
想
を
断
固

阻
止
」
と
明
記
し
、
ご
英
霊

の
慰
霊
顕
彰
と
反
日
国
家
と

の
関
係
改
善
を
天
秤
に
か
け

る
よ
う
な
不
理
屈
な
構
想
に

断
固
抗
議
す
る
。

　

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
期

間
中
の
十
月
十
七
日
、
超
党

派
議
連
で
靖
國
神
社
に
参
拝

し
た
衆
参
国
会
議
員
は
次
の

と
お
り
。

（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院　

62
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
青

山
周
平
、
秋
本
司
、
穴
見
陽

一
、
池
田
道
孝
、
井
上
信
治
、

井
上
貴
博
、
井
林
辰
憲
、
今

村
雅
弘
、
岩
田
和
親
、
大
岡

敏
孝
、
大
西
英
男
、
大
見
正
、

小
里
泰
弘
、
鬼
木
誠
、
梶
山

弘
志
、
金
子
恭
之
、
金
田
勝

年
、
川
田
隆
、
菅
野
さ
ち
こ
、

木
内
均
、
岸
信
夫
、
北
村
誠

吾
、
工
藤
彰
三
、
小
島
敏
文
、

後
藤
田
正
純
、
齊
藤
洋
明
、

坂
本
剛
二
、
桜
井
宏
、
佐
々

木
紀
、
新
谷
正
義
、
新
藤
義

孝
、
瀬
戸
隆
一
、
高
鳥
修
一
、

竹
本
直
一
、
田
畑
裕
明
、
冨

樫
博
之
、と
か
し
き
な
お
み
、

長
坂
康
正
、
中
谷
真
一
、
中
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村
裕
之
、
西
川
京
子
、
根
本

幸
典
、
馳
浩
、
平
井
た
く
や
、

藤
丸
敏
、
細
田
健
一
、
堀
内

詔
子
、
三
ツ
林
裕
己
、
宮
内

秀
樹
、
宮
澤
博
行
、
務
台
俊

介
、
武
藤
貴
也
、
武
藤
容
治
、

森
山
裕
、
保
岡
興
治
、
山
田

美
樹
、
山
本
有
二
、
湯
川
一

行
、
吉
川
赳
、
渡
辺
博
通

【
維
新
の
党
】青
柳
陽
一
郎
、

遠
藤
敬
、
河
野
正
美
、
三
木

圭
恵
、
村
岡
敏
英

【
次
世
代
の
党
】坂
元
大
輔
、

桜
内
文
城
、
杉
田
水
脈
、
田

沼
隆
志
、
中
丸
啓
、
西
田
譲
、

西
野
弘
一
、
平
沼
赳
夫
、
藤

井
孝
男
、
松
田
学
、
三
宅
博
、

山
田
宏

【
民
主
党
】
中
根
康
浩 

【
新
党
大
地
】
鈴
木
貴
子 

▼
参
議
院　

28
人 

【
自
民
党
】
赤
池
誠
章
、
石

井
正
弘
、
磯
﨑
仁
彦
、
岩
井

茂
樹
、
岩
城
光
英
、
上
野
通

子
、
江
島
潔
、
尾
辻
秀
久
、 

小
坂
憲
次
、
佐
藤
信
秋
、
佐

藤
正
久
、
塚
田
一
郎
、
拓
植

芳
文
、
中
泉
松
司
、
中
曽
根

弘
文
、
中
原
八
一
、
長
峯
誠
、

野
村
哲
郎
、
羽
生
田
俊
、
馬

場
成
志
、
堀
井
厳
、
舞
立
昇

治
、
牧
野
た
か
お
、
松
村
祥

史
、
松
山
政
司
、
三
木
亨
、

水
落
敏
栄
、
若
林
健
太 

【
民
主
党
】
羽
田
雄
一
郎 

【
み
ん
な
の
党
】
和
田
政
宗

▼
衆
議
院　

52
人

【
自
民
党
】
赤
澤
亮
正
、
あ

べ
俊
子
、
石
破
茂
、
今
津
寛
、

上
杉
光
弘
、
江
渡
聡
徳
、
衛

藤
征
士
郎
、
江
藤
拓
、
遠
藤

利
明
、
大
塚
高
司
、
奥
野
信

亮
、
加
藤
勝
信
、
金
子
一
義
、

神
山
佐
市
、
亀
岡
偉
民
、
神

田
憲
次
、
城
内
実
、
木
村
太

郎
、
佐
田
玄
一
郎
、
左
藤
章
、

塩
崎
恭
久
、
鈴
木
淳
司
、
高

市
早
苗
、
竹
下
亘
、
田
中
良

生
、
棚
橋
泰
文
、
谷
川
弥
一
、

議
員
代
理
参
拝

土
屋
品
子
、
土
屋
正
忠
、
東

郷
哲
也
、
渡
海
紀
三
郎
、
永

岡
桂
子
、
中
谷
元
、
中
山
泰

秀
、
二
階
俊
博
、
西
村
明
宏
、

西
村
康
稔
、
丹
羽
秀
樹
、
野

田
聖
子
、
葉
梨
康
弘
、
林
田

彪
、
福
井
照
、
福
山
守
、
藤

原
崇
、
古
川
禎
久
、
保
利
耕

輔
、
町
村
信
孝
、
松
本
純
、

三
ツ
屋
憲
生
、
山
口
俊
一
、

山
本
公
一
、
山
本
拓 

【
維
新
の
党
】上
西
小
百
合
、

松
浪
健
太
、
重
徳
和
彦 

【
次
世
代
の
党
】
園
田
博
之 

【
無
所
属
】
伊
吹
文
明 

【
生
活
の
党
】
鈴
木
克
昌 

▼
参
議
院　

18
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
石

井
浩
郎
、
井
原
巧
、
衛
藤
晟

一
、
大
家
敏
志
、
金
子
原
二

郎
、
木
村
義
雄
、
酒
井
庸
行
、

島
田
三
郎
、
関
口
晶
一
、
滝

沢
求
、
豊
田
俊
郎
、
中
西
祐

介
、
福
岡
資
磨
、
三
原
じ
ゅ

ん
子
、
山
谷
え
り
子
、
山
本

一
太
、
山
本
順
三 

【
維
新
の
党
】
片
山
虎
之
助

【
民
主
党
】
小
見
山
幸
治 

【
次
世
代
の
党
】
ア
ン
ト
ニ

オ
猪
木
、
中
野
正
志

　

恒
例
の
秋
季
戦
没
者
慰
霊

行
事
は
、
十
月
五
日
㈰
に
岡

山
県
戦
没
者
顕
彰
会
（
会

長
・
小
田
圭
一
岡
山
県
議
会

議
長
）
主
催
に
よ
る
岡
山
県

戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
が
、
翌

六
日
に
は
岡
山
県
護
國
神
社

の
秋
季
例
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
境
内
は
連
日
、
参
拝
者

で
賑
わ
っ
た
。

　

こ
の
た
び
の
慰
霊
行
事

は
、
台
風
十
八
号
が
接
近
し

て
い
る
こ
と
か
ら
催
行
が
危

ぶ
ま
れ
た
が
、
五
日
夜
半
に

若
干
の
風
雨
が
あ
っ
た
程
度

で
、
本
県
に
は
大
き
な
影
響

は
な
く
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

五
日
の
慰
霊
祭
は
、
岡
山

県
議
会
議
長
で
あ
る
小
田
圭

一
戦
没
者
顕
彰
会
会
長
の
ほ

か
、
伊
原
木
隆
太
県
知
事
、

岡
山
県
選
出
の
国
会
議
員
や

県
議
会
議
員
等
、
各
界
代
表

多
数
が
参
列
。
祭
儀
は
奥
西

宮
司
以
下
、
祭
員
、
県
下
各

遺
族
会
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ

た
奉
仕
女
に
よ
り
滞
り
な
く

執
り
行
わ
れ
、
参
列
者
は
国

家
危
急
の
大
事
に
殉
ぜ
ら
れ

た
ご
英
霊
の
冥
福
を
お
祈
り

し
、
世
界
平
和
希
求
の
誓
い

を
新
た
に
し
た
。

　

ま
た
、
翌
六
日
に
は
護
國

神
社
例
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
、
備
中
神
楽
、
吉
備
舞
の

奉
納
の
ほ
か
、
花
道
展
、
慰

霊
巡
拝
写
真
展
な
ど
が
催
さ

れ
た
。

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
慰

霊
行
事
期
間
中
、
広
島
市
豪

雨
災
害
被
災
者
へ
の
義
援
募

金
を
実
施
し
、
参
列
者
の
皆

様
方
か
ら
金
五
万
四
千
八
百

六
十
五
円
の
温
か
い
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
た
び
の
慰
霊
行
事
に

ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
各
界

の
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
遺
族
一
同
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
引

き
続
い
て
ご
英
霊
の
慰
霊
顕

彰
と
遺
族
援
護
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
両
日
の
慰
霊
行
事

実
施
に
あ
た
り
、
参
拝
者
受

付
や
湯
茶
接
待
、
境
内
の
交

通
整
理
な
ど
、
早
朝
よ
り
ご

奉
仕
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
順
不
同
／
敬
称
略
）

▼
岡
山
県
知
事 

　

伊
原
木
隆
太 

▼
岡
山
県
議
会
議
長 

　

小
田　

圭
一 

▼
国
会
議
員 

　

逢
沢　

一
郎
（
代
理
）

　

山
下　

貴
司

　

阿
部　

俊
子
（
代
理
）

　

橋
本　
　

岳
（
代
理
）

　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　

池
田　

道
孝
（
代
理
）

　

石
井　

正
弘

　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　

片
山
虎
之
助
（
代
理
）

　

柚
木　

道
義
（
代
理
） 

▼
岡
山
県
議
会
議
員 

　

千
田　

博
通

　

佐
古　

信
五

　

岡
崎　
　

豊

　

河
本　
　

勉

　

遠
藤　

康
洋

　

佐
藤　

真
治

　

小
倉　

弘
行

　

蓮
岡　

靖
之

　

波
多　

洋
治

　

浅
野　
　

實

　

江
本　

公
一

　

渡
辺　

吉
幸

　

上
田　

勝
義 

▼
岡
山
県
町
村
会
会
長 

　

河
島　

健
一（
久
米
南
町
）

▼
市
町
村
長 

　

山
崎　

親
男
（
鏡
野
町
）

▼
市
町
村
議
会
議
長 

　

小
椋　

晶
志
（
鏡
野
町
）

▼
市
町
村
議
会
議
員 

　

松
島　

重
綱
（
岡
山
市
）

　

和
気　
　

健
（　

〃　

）

▼
岡
山
県
神
社
庁
副
庁
長 

　

藤
木
知
之
進 

▼
岡
山
偕
行
会
会
長 

　

鳴
海　
　

榮
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（広域地域）

実　施　地　域
実　施　時　期 募集人員 申　込　締　切

主　な　訪　問　予　定　地

台湾・バシー海峡
平成27年２月５日㈭〜２月11日㈬� ６泊７日　 15人 平成26年12月22日
台北、台中、高雄、墾丁

東部ニューギニア
（２次）

平成27年２月７日㈯〜２月14日㈯� ７泊８日　 42人 平成26年12月22日
Ａ班＝マダン、ハンサ、ウエワク
Ｂ班＝ラエ、フィンシュハーヘン（ガリ､ キアリ等機上遥拝）、ウエワク

ミャンマー・インド
（２次）

平成27年２月12日㈭〜２月21日㈯� ９泊10日　 60人 平成26年12月24日/ミャンマー
Ａ班＝ペグー、トングー、モールメン、サラワジ、ヤンゴン
Ｂ班＝ミートキーナ、マンダレー、ヤンゴン　Ｃ班＝インパール、コヒマ

フィリピン（２次）

平成27年３月４日㈬〜３月11日㈬� ７泊８日　 120人 平成27年１月20日
Ａ班＝マニラ及び東方山地　Ｂ班＝コレヒドール島、クラーク、マニラ南方
Ｃ班＝ルソン島北部（バギオ、クラーク）
Ｄ班＝ルソン島北部（バレテ峠、ソラノ、キャンガン、オリオン峠）
Ｅ班＝ネグロス島（バコロド）、ミンダナオ島（ダバオ、タモガン）
Ｆ班＝セブ島､ レイテ島（ブラウエン、リモン峠、カンギポット山方面、ビリアバ、オルモック）

中国（１次）
平成27年３月20日㈮〜３月28日㈯� ８泊９日　 80人 平成27年２月５日
Ａ班＝北京、鄭州、太原　Ｃ班＝上海､ 武漢、岳陽、長沙
Ｂ班＝上海、南京、武漢　Ｄ班＝広州、桂林、長沙

（特定地域） 

西部ニューギニア
平成27年１月19日㈪〜１月28日㈬� ９泊10日　 36人 平成26年12月７日
Ａ班＝ジャヤプラ、ゲニム、ビアク　Ｂ班＝ソロン、マノクワリ

ビスマーク諸島
平成27年２月７日㈯〜２月14日㈯� ７泊８日　 36人 平成26年12月22日
Ａ班＝マヌス、カビエン、ラバウル　Ｂ班＝ブカ島、ブーゲンビル島（ヌマヌマ）､ ラバウル

マーシャル・
ギルバート諸島

平成27年３月14日㈯〜３月22日㈰� ８泊９日　 36人 平成26年11月22日
Ａ班＝クエゼリン、マジェロ　Ｂ班＝タラワ、マキン

インド地域は申込を締切

　

日
本
遺
族
会
が
平
成
三
年

よ
り
厚
生
労
働
省
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
は
、
本
年
度
も

全
国
か
ら
多
く
の
遺
児
の
参

加
を
得
て
、
年
度
前
半
の
事

業
を
終
了
し
た
。

　

こ
の
後
、
台
湾
・
バ
シ
ー

海
峡
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

（
二
次
）、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
、ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
二
次
）、
中

国
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島
の
各
慰
霊
訪
問
を
予
定

し
て
お
り
、
関
係
地
域
に
お

け
る
遺
児
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は

フ
ィ
ン
シ
ュ
ハ
ー
フ
ェ
ン
方

面
を
機
上
か
ら
遥
拝
す
る
ほ

か
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ

ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
も

申
込
状
況
を
見
て
チ
ャ
ー
タ

ー
機
で
の
機
上
遥
拝
を
計
画

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

事
業
へ
の
応
募
資
格
は
、

実
施
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
遺
児
で
、
過
去
の
参
加
者

も
五
年
（
平
成
二
十
年
度
以

前
の
参
加
者
）
を
過
ぎ
た
方

は
再
度
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
身
体
障
害
者
等

で
付
添
い
が
必
要
な
方
は
日

本
遺
族
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
。

▼
地
域
及
び
時
期 

　

実
施
概
要
表
参
照 

▼
参
加
費　

九
万
円 

▼
応
募
資
格 

　

実
施
地
域（
周
辺
海
域
含

む
）に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
児

▼
そ
の
他 

　

東
京
都
内
等
に
集
合
し
、

結
団
式
及
び
渡
航
に
か
か
る

説
明
会
を
行
う
。
ま
た
、
移

動
に
か
か
る
国
内
交
通
費
及

び
帰
国
時
の
宿
泊
代
等
は
個

人
負
担
。

▼
お
申
し
込
み 

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
ま
で
。

参
加
申
込
書
を
送
り
ま
す
。

（
県
外
在
住
の
方
は
、
在
住

の
各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務

局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

亡
き
父
の
戦
没
地
で
慰
霊
追
悼
を

平
成
26
年
度
遺
児
巡
拝
の
参
加
者
募
集
日本遺族会

時
局
に
思
う

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

政
府
は
戦
後
七
十
年
の
来

年
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
パ

ラ
オ
諸
島
を
慰
霊
訪
問
さ
れ

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
は
戦
後
六
十
年
に
は
サ

イ
パ
ン
島
を
訪
問
さ
れ
る
な

ど
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
戦
没
者
に
対
し
、
常

に
思
い
を
寄
せ
て
下
さ
っ
て

お
り
、
戦
没
者
遺
族
と
し
て

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

戦
後
六
十
九
年
、
戦
後
生

ま
れ
が
国
民
の
四
分
の
三
を

占
め
る
今
日
、
か
つ
て
の
戦

争
が
人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、

い
ま
だ
各
地
で
紛
争
は
絶
え

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
遺
族
が
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
子
々
孫
々
に
ま
で

語
り
継
ぐ
こ
と
は
社
会
的
使

命
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、組
織
を
確
立
し
、

牽
引
い
た
だ
い
た
戦
没
者
の

妻
の
平
均
年
齢
は
九
十
五

歳
、
現
在
中
核
を
担
う
遺
児

の
平
均
年
齢
も
七
十
三
、
四

歳
と
な
り
、
遺
族
会
組
織
の

継
承
は
喫
緊
の
大
き
な
問
題

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
尊
い

遺
族
会
活
動
を
続
け
、
組
織

を
継
承
す
る
た
め
に
は
特
別

弔
慰
金
の
継
続
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

全
国
の
受
給
対
象
者
は
百

二
十
五
万
人
、
予
算
要
求
は

五
千
億
円
と
な
り
、
前
回
に

も
増
し
て
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
の
遺

族
会
の
皆
様
、
自
民
党
の
遺

家
族
議
員
協
議
会
の
先
生
方

の
総
力
を
結
集
し
、
必
ず
や

本
年
暮
れ
の
平
成
二
十
七
年

度
政
府
予
算
編
成
に
、
特
別

弔
慰
金
の
継
続
を
計
上
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

私
は
遺
族
会
の
代
表
と
し

て
尾
辻
会
長
、
古
賀
前
会
長

を
は
じ
め
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

特
別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額

を
目
指
し
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
、
二
回
目

の
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
未

来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
た

く
さ
ん
の
夢
や
希
望
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

に
は
引
き
続
き
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
は
国
会
対
策
筆
頭

副
委
員
長
、
議
員
運
営
委
員

会
筆
頭
理
事
と
二
年
に
わ
た

り
議
会
運
営
の
為
、
野
党
と

折
衝
す
る
役
職
を
賜
り
、
国

会
を
離
れ
ら
れ
ず
ご
無
沙
汰

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
全
国
の
皆
様
に
お
会
い

す
る
べ
く
お
邪
魔
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
織
を
継
承
す
る
た
め
に

特
別
弔
慰
金
の
継
続
は
欠
か
せ
な
い

日
本
遺
族
会
顧
問

参
議
院
文
教
科
学
委
員
長

水
　
落
　
敏
　
栄



「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

平
成
27
年
版

　

東
京
・
九
段
の
靖
國
神
社
に
は
、
わ
が
国
の
危
急
存
亡
に
際
し
て
、
国
家
国
民
の
た
め
に
一

命
を
捧
げ
ら
れ
た
二
五
〇
万
も
の
ご
英
霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
尊
い
ご
英
霊
の
真
心
に
思
い
を
い
た
し
、
私
た
ち
国
民
の
一
人

ひ
と
り
が
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
輪
を
広
げ
る
国
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
以
来

刊
行
し
て
い
ま
す
。
本
会
の
運
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
維
持
会
費
を
納
め
ら
れ
た
方
に
「
靖

國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
お
送
り
し
、
維
持
会
費
の
一
部
を
靖
國
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
是
非
、
ご

家
庭
に
掲
げ
て
ご
活
用
下
さ
い
。

英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡
山
県
本
部　

【
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
の
内
容
】 

　

＊�

靖
國
神
社
と
護
國
神
社
の
季
節
感
溢
れ
る
写
真
、
ご
英
霊
に
ま
つ
わ
る
遺
書
・
逸
話
等
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

＊
大
き
さ
は
、
縦
54･

５
㎝
×
横
36
㎝ 

【
維
持
会
費
】
一
部　

四
〇
〇
円
（
別
途
送
料
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　

※
一
括
注
文
の
場
合
は
部
数
に
よ
り
送
料
割
引
が
あ
り
ま
す
。

 【
お
申
し
込
み
先
】 

　

カ
レ
ン
ダ
ー
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
注
文
部
数
を
左
記
県
本
部
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
　

〒
七
〇
三
︲
八
二
七
二　

岡
山
市
中
区
奥
市
三
︲
二
一　

岡
山
県
護
國
神
社
内　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡
山
県
本
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
七　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
︲
二
七
二
︲
三
〇
一
六　

平成27年版
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
六
年
十
月
行
事
表

２
日　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
総
合
体
育
館
）

５
日　

岡
山
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

高
梁
市
高
梁
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
連
盟
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

６
日　

岡
山
県
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

高
梁
市
川
上
町
遺
族
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

　
　
　

真
庭
市
北
房
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

岡
山
県
ビ
ル
マ
会
秋
季
大
祭
（
岡
山
市
・
蓮
昌
寺
）

10
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

16
日　

高
梁
市
宇
治
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭（
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

17
日　

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
靖
國
神
社
）
20
日
ま
で

20
日　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

21
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
陶
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

英
田
郡
西
粟
倉
村
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

真
庭
市
勝
山
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

笠
岡
市
城
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

笠
岡
市
大
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
大
井
公
民
館
）

　
　
　

美
作
市
大
原
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

玉
野
市
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

新
見
市
新
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

新
見
市
大
佐
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
お
お
さ
総
合
Ｃ
）

　
　
　

新
見
市
哲
多
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
哲
多
総
合
Ｃ
）

27
日　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
島
根
県
）
一
泊

　
　
　

新
見
市
草
間
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
下
竹
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭（
県
護
國
神
社
）

28
日　

久
米
郡
美
咲
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

29
日　

美
作
市
湯
郷
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝（
県
護
國
神
社
）

30
日　

笠
岡
市
北
川
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

31
日　

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
六
年
十
一
月
行
事
表

３
日　

津
山
市
高
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
田
神
社
忠
魂
碑
）

４
日　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

真
庭
市
蒜
山
支
部
八
束
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

�

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式

（
沖
縄
県
）
二
泊

　
　
　

各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務
局
長
・
職
員
研
修
会（
秋
田
県
）一
泊

　
　
　

鹿
児
島
県
護
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
瀬
戸
内
市
保
健
福
祉
Ｃ
）

12
日　

津
山
市
広
野
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

15
日　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

新
見
市
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

19
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

浅
口
市
金
光
町
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

25
日　

笠
岡
市
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
会
（
笠
岡
市
老
人
福
祉
Ｃ
）

26
日　

真
庭
市
久
世
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

27
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

平
成
二
十
六
年
十
二
月
行
事
表

３
日　

県
連
盟
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

５
日　

美
作
市
東
粟
倉
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝（
県
護
國
神
社
）

16
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
・
国
会
陳
情
（
東
京
都
内
）

　
　
　
　
遺
　
言
　
状

　
　
　
　
　
　　
　

陸
軍
大
尉
　
小　

松　
　
　

進　
　
　

昭
和
十
八
年
十
月
十
六
日　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
て
戦
死　
　
　
　

長
野
県
諏
訪
市
出
身　

三
十
五
歳　

一
、
君
ニ
召
サ
レ
テ
屍
ヲ
戦
野
ニ
曝
ス
ハ
固
ヨ
リ
武
人
ノ
本
懐
ナ
リ

一
、
盡
忠
ノ
大
義
ニ
生
ク
晴
天
ノ
如
シ

一
、
忠
誠
ノ
士
ハ
純
情
ノ
孝
子
ナ
リ
ト
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
セ
ン

一
、
残
レ
ル
妻
ノ
使
命
ハ
孝
養
ト
子
等
ノ
教
育
ナ
リ

一
、
昭
夫
ハ
承
継
ナ
リ
重
夫
・
恭
夫
ハ
大
陸
ニ
勇
飛
セ
ン

一
、
久
子
ニ
ハ
良
縁
ヲ

一
、�

今
ニ
シ
テ
各
位
の
好
意
ノ
大
ナ
ル
ニ
比
シ
恩
ニ
報
ユ
ル
ナ
カ
リ
シ

ヲ

一
、
各
位
ニ
宜
敷
ク

　
　
　

昭
和
十
六
年
八
月

                                                 

進　
　

　
　

妻
へ

�

（
原
文
の
ま
ま
）

             【
平
成
二
十
六
年
十
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

　

先
般
、
百
歳
の
長
寿
を
達

成
さ
れ
た
ご
遺
族
に
記
念
品

を
贈
り
お
祝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

該
当
ご
遺
族
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
本
紙
に
掲
載

し
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
岡
山
市
南
区
山
田 

　

坂
口　

輝
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
12
月
９
日
生

＊
岡
山
市
北
区
御
津
国
ケ
原 

　

山
本
美
智
恵
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
３
年
11
月
26
日
生


